【原稿種別※事務局で記載します】

題目（MSゴシック体）
副題（MSゴシック体）

第１著者氏名（MSゴシック体，11pt）＊1，第2著者氏名＊2，第3著者氏名＊1＊3
*1　社会人基礎力大学（MSゴシック体，11pt）
*2　株式会社研究委員会
*3　社会人基礎力高等学校



Title（Gothic）

First-name Last-name（Gothic）*1, First-name Last-name（Gothic）*2, First-name Last-name（Gothic）*3
*1 CPFSC University
*2 CPFSC Co．, Ltd．
*3 CPFSC High School

要旨（MSゴシック体，11pt）
本原稿の要旨を200～400文字以内で記入してください。






キーワード：キーワードを3～5つ程度記入してください。キーワードは「，」で区切ってください。




1

Ⅰ．書式について　（MSPゴシック体，11pt）
本文の書式は，Ａ４判縦置き横書きとし，24字×43行の2段組とする。本文はMS明朝，10.5ポイント両端揃え。

Ⅱ．区切りと見出し
本文は，章，節，項などに区切り，見出しをつけること。章の見出しにはI，II，III…，節の見出しには1，2，3…の見出し番号をつけ，行の左に書くこと。章の前は１行空けること。

Ⅲ．こまどり・フォント・表記方法
本文は，書き出しおよび改行後の書き出し部分を１こま空ける。また，見出し番号の次も１こま空ける。その他はすべて左端から書きはじめる。
読点は「，（全角）」とし，句点は「。」を用いる。
フォントは明朝体を標準とし，ゴシック体の指定のあるところはゴシック体を用いる。本文中ではこれらのフォント以外は用いないこととする。ただし，図表中においてはこの限りではない。
表記は，引用文を除き，常用漢字･新送り仮名を原則とする。数字は，すべて半角文字を用いる。ただし，固有名詞や慣用句の数字は漢数字での表記も認める。アルファベットは基本的に半角文字とする。略号等については全角文字を用いてもよい。カタカナは全角文字を用いる。年代表記は西暦とし，元号を用いる場合は「西暦（元号）」と併記とする。

Ⅳ。図，表について
図，表の番号はそれぞれ，図１，図２…，表１，表２…とし，MSPゴシック体，10．5ptゴシック体によるタイトルをつける。
タイトルの位置は，表は上，図は下とする。

表1．　表のレイアウト　（MSPゴシック体，10.5pt）
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



	


図1．　図のレイアウト　　（MSPゴシック体，10.5pt）

Ⅵ．　文献について
1．文献の分類
文献は，「参考文献」と「引用文献」の区別はせず，一括して「文献」として扱う。文献に関する情報（記載事項）は,論文末尾にまとめて掲載する。

[bookmark: OLE_LINK1]2．文献の本文中における記載形式
文献については，本文における言及箇所に括弧書きで著者名，発表年［発表順アルファベット］とし，（長尾，2022a）のように記述する。発表順アルファベットは同一著者の同一発表の文献がある場合のみ記載する。
2行以上にわたる渡る場合は，文頭を１こま空ける。

3．文献の記載事項
論文，単行本，編著本の場合，それぞれの記載事項は次のとおりである。
論文の場合は，「著者（発行西暦年）：論文題目,誌名，巻，号，始ページ－終ページ」，単行本の場合は，「著者（発行西暦年）：書名，発行所名」，編著本の場合は，「著者 （発行西暦年）：題名，編者名編「書名」，始ページ－終ページ，発行所名」とする。
和文著者は，姓と名を表記する。欧文著者は，姓を記載後，名の頭文字を表記する。姓の後のカンマと名の頭文字との間は半角のスペースを入れる。なお，著者が複数の場合は「，」で区切って並べる。 
Webサイトの場合，「著者（資料公開年等）: 資料・サイト名，URL（確認日：西暦年月日）」と基準とし，読者が掲載情報をもとに参考情報にアクセス出来るように配慮すること。

4．文献の記載順序
文献は，和文と欧文を区別せず，筆頭著者の姓の欧文表記に基づいて，アルファベット順に配列し，同一著者の文献が複数ある場合は，発表年代順に配列する。

Ⅶ．　注・付録について
1．注について
本文中に注をつける場合は，該当箇所の右肩に （1）などのように上付き記号をつけ，末尾にまとめて記載する。掲載順は，本文，謝辞，注，文献の順とする。

2．付録について
本文中に挿入するには分量が多く，かつ論文の理解のために必要な調査問題等は，付録として最末尾に記載してもよい。ただし，付録ページも含め，原稿区分の上限内におさめること。

謝辞
本研究はJSPS科研費 JP12345678の助成を受けたものです。

注
（1）人生100年時代の社会人基礎力については，下記の資料を参照されたい。
経済産業省，中小企業庁（2018）「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」（人材力研究会）報告書

文献
経済産業省（2010）：社会人基礎力　育成の手引き，朝日新聞出版
経済産業省（2018）：社会人基礎力，
 https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html
（確認日：2025年8月31日）
栗田るみ子，山本貴之，関根大輝（2024）：会計教育におけるエンゲージメントと社会人基礎力，社会人基礎力研究機関誌，4号，70-75
文部科学省（2018a）：小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　算数編，日本文教出版
文部科学省（2018b）：中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　数学編，日本文教出版
長尾素子（2023）：高大連携キャリア教育に向けた実践的プログラムの開発，社会人基礎力研究機関誌，3号，3-12
山﨑紅（2024）：求められる人材になるための社会人基礎力講座　第3版，日経BP


（受付日20**年**月**日；受理日20**年**月**日）
※受付日，受理日は事務局で記載します。
　提出時に削除しないでください。

〔問い合わせ先〕
連絡著者氏名
連絡著者の所属先
e-mail：連絡著者のメールアドレス

※上記の問い合わせ情報を連絡著者の情報に修正してください



